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「老媼茶話」には奇怪な話が数多たくさん載っている。この話もその一つであるが、奥州の其処あるところに甚六と云う百姓があった。著者はその人となりを放逸邪見類なき者也と云っている。兎に角冷酷無情の男であったらしい。

　その甚六に一人の姉があった。その姉は早く夫に死なれて一人の女むすめを伴れて孀やもめぐらしをしていたが、これも病気になって秋の陽の入るように寂寞として死んで往った。姉の子はフジと云ってその時十二三歳の小女こむすめであった。フジは他に引とる者がないので、甚六は不承不承に引とったが、今も云ったように冷酷な男であるから、その小女を野良犬か何かが家へ入って来たようにして、酷待いじめて酷待めて酷待めぬいた結局あげく、ちょっとした品物が無くなると、これもその所業しわざだと云って、泣き叫ぶ小女を裏の栗の木に縛りつけて飯も与えず、夜になってもかまわずに打ちゃってあった。それは寒い寒い冬の夜のことであった。小女は遅くまで叫んでいたが、その声も何時か弱ってしまってばったりと聞えなくなった。そして、夜が明けて裏へ往って見ると小女は凍えて死んでいた。それでも甚六はさほどに驚かなかった。驚かないのみか却て厄介が無くなったと思って喜んだに違いない。其処で甚六は小女の死骸を野原へ持って往って、捨てるように埋めて来たが、間もなく小女が竊ぬすんだと云っていた品物が出て来た。これにはさすがの甚六も気がとがめたであろうと思われる。

　その時はもう年末くれにおしつまっていたが、間もなく年が明けて正月の元日が来た。甚六の家では屠蘇を汲み雑煮を祝おうとしたところで、持仏堂の中が怪しい音を立てて鳴りだした。甚六と甚六の女房は驚いてそのほうへ顔をやると、堂の中から何人たれかが投げつけるように位牌や瓦盃かわらけが飛んで来た。

　その時をはじめとして、甚六の家には奇怪なことがありだした。そして、フジの姿が夢とも現うつつともなく甚六夫婦の目に見えた。これには甚六も恐れをなして、村にいる山伏を頼んで祈祷をしてもらおうとすると、須弥壇が動きだしたり、榊立や山伏の錫杖が何人が投げるともなしに家の外へ飛んででたりするので、山伏も恐れて逃げて往った。

　このうえは霊験のあらたかな神にすがるより他に途みちが無いと思った甚六は、その翌日柳津と云う処へ往って其処の鎮守に祈願を籠め、岩坂と云う処まで帰って来た時には、もう夕方になっていたので、甚六は其処で夕飯をすまして帰るつもりで一軒の旅籠屋を見つけて入って往った。

　そして、暫く待っていると主翁ていしゅが二人分の膳を持って来た。甚六は不審に思って、

「俺は一人じゃ、膳は二ついらないよ」と云うと、主翁は不審そうに室へやの内を見廻して、

「今、お前さんの後から、十二三に見える痩せた女の子が入って来て、私わしは今の客といっしょじゃと云うて、此処へ入りましたが、それじゃ、今の女の子はどうした者だろう」

　甚六は頭がじゃんと鳴るような気がしたが、それとは口に出して云えないので、

「さあ、どうした者だろう」と、とぼけて云った。

「たしかに入りましたよ、蔦のような紋のついた古い浴衣を着て、髪も結わずに汚らしく垂らしておりました」

　主翁は不審が晴れないので、起って往って障子の外の縁側を見たりした。

　甚六は蒼い顔をして坐っていた。彼は箸をとる気にもなれなかった。そして、恐る恐る背後うしろの方を見たりした。

「おかしいなあ、たしかに蔦のような紋のついた古い浴衣を着ていたが……」と、云いながら主翁は障子を閉めて甚六の前へ来たが、ふと甚六の蒼い顔を見つけて、「おかしいなあ」と、云い云い室を出て往った。

　甚六はその後でしかたなしに箸を持ったが、背筋のあたりに悪感がして、口に入れたものは木屑か何かをたべているようで何の味もなかった。彼はそこそこに箸を置いた。そして、急いで帰ろうと思ってふと見ると、何時の間にか日が入って室の中が微暗くなっていた。岩坂から己じぶんの家まで二里位であるから、少し夜道をすれば帰れるが、この比ごろのように怪異がありつづけては、途中でどんなことが起るかも判らないと思うと、さすがの甚六も夜道をする気になれないので、其処に一泊することにした。

　甚六はその一夜が恐ろしく長かった。彼は何か怪しいことが起りはしないかと、心配しながら時どき眼を開けて、枕頭の微暗い有明の行灯の灯を見たが、その夜は別に怪しいこともなかった。

　甚六は神様への祈願が次第に利いて来たのだと思った。そして、朝早く岩坂を出て帰りかけたが、坂下と云う小村まで来ると咽喉が乾いて来た。何処か水を飲む処か茶店があるまいかと思って注意して歩いていると、路傍みちばたに一軒の出茶屋を見つけた。甚六は好い処があるなと思ったので入って往った。

　見るとその店に冷麦が笊ざるに入れてあった。冷麦は好物であった。

「その冷麦を貰いたいな」

「冷麦でございますか、はい、はい」と、茶屋の主翁ていしゅは茶を汲もうとしていたのを廃よして、冷麦をかまえ、それを皿に載せて持って来た。

　甚六は膳の方に体をねじ向けて、冷麦の皿を持って喫くおうとかまえると、その皿に激しい刺激が加わって膳の上へ洛ちた。

「や、これは」と、甚六は周章あわてて皿を持ちなおし、再び喫おうとしたが、また叩かれたようになって膳の上に落ちた。

「おかしいなあ」

　甚六は己じぶんの手がどうかしているのではないかと思ったので、皿を持つ方の左の手を握ってみたり開いてみたりしたが、べつに手に異常があるとも思えなかった。

「おかしいなあ」

　甚六は今度は皿を持つ方の手にうんと力を入れて、ずっと高く持ちあげて口の縁へ持って往った。そして、一箸口に掻き込もうとするとまた刺激が加わって、皿はつるりとすべって土間の上に落ちて真二つになった。

「これは、どうも、麁相そそうして面目ない」と、甚六はきまり悪そうな顔をした。

　茶釜の傍から変な眼つきをして甚六の顔を見ていた主翁は、

「麁相ではありません、貴君の傍にいなさる小供さんが、貴君が皿を持とうとすると、手で叩き落しておりますよ、お伴つれさんではありませんか」

「ヘッ」と、甚六は恐ろしそうにして己の右側と左側とを見た。何人も傍にはいなかった。彼は目をきょときょとさした。

「それそれ、あなたの右側に、十二三になる女の小供がおりますよ、お伴さんではありませんか」と、主翁が云った。

　甚六の頭に血がのぼった。彼は顔を蒼くして顫えていた。

「おや、おや、小女こむすめがいなくなった、何処へ往ったろう」

　と、主翁ていしゅがまた云った。

　甚六は主翁の方を見た。主翁は茶を汲んで来て甚六の前へ出した。

「けたいなことがあるものじゃ、まあ茶でも飲んで、気を落ちつけさっしゃるが好い」

　甚六はその茶をもらって飲んだ。そして、やっと人心地が注ついたがもう冷麦を喫う気にはなれなかった。

「……冷麦代も皿代も払うが、もう冷麦は喫いたくない、茶をも一つもらおうか」

　主翁はまたべつの茶碗に茶を汲んで来た。

「魔がさしても、茶をおあがりになるなら大丈夫じゃ」

　甚六は二杯目の茶を飲むと其処を出たが、こう崇りが大きいと神様の手でもどうすることもできないと見える、この上はフジにあやまって、許してもらうより他に途がないと思いだした。

　その夜甚六と女房が行灯のもとで話していると、行灯が自然に浮きあがって室の中を彼方此方と動いて往った。

　甚六の家に不思議なことがあると云うことを聞いて、ある人が甚六に教えた。

「どうもそれは、狐か狸の所業しわざらしい、それが来そうな処へ干沙ひすなをまいて置けば、足跡がつくから知れるよ」

　甚六はその人の云ったように高窓の下へ沙をまいたが、その夜になって窓へ怪しい女の顔が出て、

「私を狐や狸とおもっているのか」と、云って物凄く笑った。

　甚六夫婦はいよいよフジの祟りだと云うことを知り、そのあとをきれいに弔ったので怪しいこともやっと無くなった。


底本：「日本の怪談」河出文庫、河出書房新社

　　　1985（昭和60）年12月4日初版発行

底本の親本：「日本怪談全集」桃源社

　　　1970（昭和45）年初版発行

入力：大野晋

校正：松永正敏

2001年2月23日公開

青空文庫作成ファイル：

このファイルは、インターネットの図書館、青空文庫（http://www.aozora.gr.jp/）で作られました。入力、校正、制作にあたったのは、ボランティアの皆さんです。

